
Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstrtute 　 of 　 Soolal 　 Safety 　 Solenoe

過疎地域に おけ る地震災害と防災の 課題

北海道大学工学 部　黒田清吾

　　　　　　　　　鏡味洋史

　近年北海道で起 きた地震では過疎地域におい て も多大な被害をもた らし、 独特 の問題点

を含ん だ被窖事例が報告されて い る 。 特に南酉沖地震で は過疎に加 え離島とい う特殊な地

理条件での被災に よ り多くの問題点を露呈 した 。

　過疎地域は一般に地震災害危険度は低い とされてい るが 、 地区の 孤立化など過疎地域ゆ

えの 弱さ もあ る 。 都市過密地域に つ い て は地震防災対策 の見直 しが 図 られ、それ に関 して

の研究が数多 くなされて い るが、過疎地域におけ る防災対策向上 に つ い て 研究が なされて

い る事例は少ない 。

　そ こ で本稿で は過疎地域の 防災に関 する研究の 手始め とレて 、 北海道へ の被害 をもた ら

した地震を例に箏例調査を行っ た 。 それに おい ては 、 過疎地域をよ り広義に理解 し、 何 ら

かの問題点を含ん で い ると思われ る事例 を取 り上 げて い る。 そ して 、 まとめ として 問題点

の 推察を行 っ たが 、 そ の中には 過疎地域の社会的問題 に起因する と思われ るもの もあ っ た 。

　過疎地域の小規模 な自治体で は十分 な地震防災対策は望め な い が 、 日常の 悶題 を分析 し、

それが震災時 どの ように影響 するか把握する こ とで有効な防災対策が可能で は ない だ ろう

か 。 今後は 、 こ れ らの 事例 や問題点と被災地の 地域特性 との 因果関係を明 らかに して い く。
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1 ．は じめ に

　過 疎地域は人 ロ や建物の 密度が希鞘な為 、

一般 に地震災害危険度は低い と考え られ て い

る 。 しか し、 交通絹 の 弱 さ に よ る地区 の 孤立

化、 自治体財政の 貧困に よる施設 ・設備体系

の 劣悪 さ、災書弱 者 とな りやす い 老齢者割合

の高さなどに起因 す る過疎地域ゆえ の 弱 さも

問題 点と して 挙げ られて い る 。

　近 い 将来起 こ る とされ て い る東海地震や関

東地震 にお い て は 、 主 に都市過密地域で の被

害が懸念されて い る 。 さ らに 1995年 の 兵庫県

南部地震に お い て は、 都市過密地域で の多大

な被害が明らか にな り、 首都圏をは じめ各都

市域で は、地霞災 害対策の 更なる見直 し が急

速 に 進 み つ つ あ り、そ れ に関す る 研究も数多

くな さ れ て い る。一方過疎地域で の 地震災害

対策向上 に つ い て 研究 がなされ て い る 事例は

少な い 。

　近年、北海道 で は地震 が 多発 し過疎地域に

おい て も多大な被害を受けた 。 道路の 分断に

よ る地 区の孤立化 、 地域の広大 さに よる復 旧

の 長期化 、 地域基幹産業へ の影響な と独特の

問題 点 を含 んだ被害 事例 が報 告され て い る 。

特 に 南西沖地震 で は 、 過疎に加え離島 とい う

特殊な地理条件で の被災により多くの 問題点

を露呈 した 。

　そ こ で 本稿で は、過疎 地域の 地震 防災に関

する研究の 手始め として 、 過疎地域 を よ り広

義 に理解 し、 何 らか の 問題 を含ん で い る と思

われ る事例を取 り上げた e 調査 の対象 と して 、

近 年北海道 に 被害 をも た らした地震 （釧路沖

地震 、 南西沖地震 、 東方沖地震）を 用 い 、 地

震 発生か ら約 3ヶ 月間 の 事例 を扱 っ て い る 。

2 ．過疎地域の 社会的問題

　本章で は 、 参考 として 過疎地域を新過疎法

（瓰 ．4．1旛行 ）によ り定 義された埴域と して い

る 。 そ れは次 の   ・  の要件の い ずれ に も該

当する市町村を い う。

  人ロ に係わ る要件 （次の い ずれか に該当）

　（イ》昭和 35年と昭和 60年の国勢調査人口

　に よ る 人口減少率が 25％以上 a

　（ロ ）（イ》で の 人口 減少率が 20％以上で 、 昭

和 60年の 国勢躙査 人 口 に おけ る 65歳以上 人

の比率が 16％以 上 。

　（ハ ）（イ）で の 人 ロ 減少率が 20％以上 で 、 昭

和 60年の 国勢鯛査 人 口 に お け る 15歳以上 30

歳未満人 口 の比率 が 16％以下 。

  財政力に関わ る要件

昭和年 61度か ら 昭和 63年度に係わ る財 政力

指 数が 0．44以下 。

　平成 8年 4月 1 日における過疎市町村数は 、

1208市町村で あり、全国市町村数の 37．1％を

占め て い る 。
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　　 表 1　 過疎地域の 全 圖に占める比率
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　 一般に過疎地域は他の地域に比 ぺ 、以下に

挙げるような社会的問題 を抱えて いる 。

・人口 の減少

　か つ て急激な人 口流出の 続い た過疎地で も

減少率の 鈍化がみ られ る 。 しか し、 い まだ多

くの過疎地域 市町村にお い て 人ロ減少が続 い

て い る 。 人 口 の減少は 、 人手不足や 、 宵年団

や婦 人会な との組織での成員不足 がまね く組

織力低下へ つ なが る 。

・自治体財政の 貧困

　過疎地域 市町村の 平成 6年度の財政力指数

の 平均は 0．19であ り、 全国 市町村の 0．37と比

べ 、財政 力は極め て脆弱 と い える 。 こ う い っ

た 状況では 、 公共施設な どの 立地 ・運営 ・
管

理 が困難に な り、 十分な公 共サ
ービ ス が期待

で きな い 。

・高齢化圖履

　過 疎地域の 人 口 に 占め る 65歳以 上 の 人 口 比

率は 、平成 2年 で 全 国 の ユ2．0％ に 対 し20．6％
と高い 。 さ らに、50〜 64歳の中高齢層の比串

が 高く、今後 とも高齢化 は さ らに進行 して い

くこ とが予想 され る 。 人口 減少に 加え老齢化

の 進行 か ら、地域内の マ ン パ ワー
不足、活力

の低下 が 懸念される 。

・医療 問題

　病院数及び診療所 の 人 口 1万 人 当た りの病

床数 は、平成 7年で 過疎地域で は 118．8床 、全

国で 156，9床である 。 無医地区数 に お い て は 、

平成 6年 で 過疎 地域 で は 725 地区 、 全 国 で は

997地区で あ り、 過疎地域が 72．5％を占め 、 い

ずれも質の 低 さを示 して い る 。

・教育問題

　昭和 46年〜平成 7 年 の 間に児童数は 5L7
％ 、 生徒数は 56．3％減少 して い る 。 複式 ・複々

式授業が行われ高度 な教育を受け られな くな

る他、学校統廃合などが行わ れ学校数が 減少

し、遠距離通学の 生徒 ・児童が増 えて い る。
・社会教育施設

　自治体財政 の 貧 困 に よ り、施 設の 数 は 少な

く、管理 ・運営 の 困 難 か ら統廃 合が行われ 、 利

用圏は拡大する 。

・交通 問周

　パ ス 交通や鉄道の経営困難から、 こ れらの

交通機関が運休 ・廃止され る 。 交通 の ネ ヅ ト

ワーク化が進まず 、 近隣の地域へ の往来は単
一

ル ー トに限られる場合もある 。 また、自然

条件の 厳しい 地域 で は、気候
・
気象条件によ

り通行 で きな い 道路もある 。

・自然条件

　過疎地域は 、 産炭 、 振興山村、雌島 、 豪雪 、

僻地 、特殊土埴地帯である場合が多 く、 ほ と

ん との 自治体 が こ れ らの いずれかに該当 して

い る 。 また、 特別 豪雪地域、離島及び特殊土

壊地帯に つ い ては、国 の 指定 件数の 50％以上

が 過疎地域 に集中する 。

・産粟

　過疎 地域にお い て も 55年に は じめ て第 3次
産業就榮人ロ が第 1次産業就業人 口 を上回っ

た 。 全 国と比較 して 、 過疎地域 は第 1次産業就

業人 口 の比率が著 し く高 く、 依然 として 第 1

次産業が重璽な産業 で あ る 。 産業就策人 口 の

減少、高齢化 に よ り、 基幹産業の衰退が進む 。

3 ．釧 路沖地震 の ＄例謂 査

3 − 1 ．地震 と被 害の 榎要

　1993年 1月 15 日 20時 06分、北海道 東部釧

路 沖 に 発生 した 。 マ グ ニ チ ュ ー ドは 7．8であ

り、 釧 路で震 度 VIを観測 し た 。 霞源 深 さが

10別  と深か っ たた め津波 は 発生 しなか っ た 。

　主 な 被害は 釧路 市を中心 に 釧路支庁 で発生

し、室 内照明器具 の 落下 とガ ス 漏れ に よ り2

名が 死亡 して い る 。 休日の夜 8時頃で あ っ た

ため家庭内での負傷が多 く、 ス トーブ に よ る

火傷 が 目立 っ た 。 しか し、火災の発生は 少な

く、 延焼火災には至 らなか っ た 。 半壊 ・全壊

棟数は 地震規模 に比 べ て極めて少な く、全壊

は釧路 支庁 に限 られ、そのほ とん どは木造の

住宅や店 舗 で あ っ た 。 液状 化に よ る マ ン ホ ー

ル の 浮 き 上 が る 現 象 が 多 くみ ら れ た 。
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3 − 2 被災地の概要

　主な被災地である釧路支庁とその中の標 茶

町 に つ い て の 人 口 の概要を示 す 。

　　　表 2　 釧路支庁 ・標茶町 の概要

3 − 3 事例 調査

建物 の 齧震 性 ・営農施設にお い て 、木造納屋

の 小屋組の崩壊やサイ ロ の 倒壊な どの 被 害が

多数あ っ た が 、十分な 耐震対策が な さ れ て い

ない もの がほ とん とだ っ た 。

溺荘地の被害　・
標茶 町茅沼別 荘地 では、丘

陵の 末端に造成された別荘用 の 盛土 が 200mに

わた り沈 下 崩壊な どの 被害を受け た 。

落石 ・十勝管内本別町で は 、 裏山か ら普通乗

用車ほ との 石 （約 3t）が 崩れ落ち、木造平屋

建て 住宅 に直撃 し 、 半壊の 被害を出し た 。

情報通信 ・地震後、広尾測候所 の データが 回

線異常の ため 、 札幌管区気象台に伝送され ず 、

震度の 発表に時間がかか っ た 。 平成4年4月以

来、 測候所は定員の 2名削減が行われ 、 夜間は

閉鎖 され て い た 。

・津波警報は 、 釧路地方気象台で は出され ず、

札幌管区気象台 で 出され る 。 ロ ーカル 放送 で

は津波警報 に関する悄報 が λ らな くな っ て し

まう。 柵K釧路放送局 で は、気象台か ら情報を

ダイ レ ク トに受け る ア デ ィ ス が十分 に働 い て

い なか っ た こ ともあ り、 余震で の津波を 心 配

し 、 すぐに は ロ
ーカ ル 放送 に は し な か っ た 。

結局 釧路放 送局 独 自の 放送 を開始 した の は

21：50（発震か ら約 1時間 40分後）で あ っ た 。

被害個 所 の 発 見 　・国道を管理 す る釧路開発

建設部は地震後、6康業 所 に 3台あ る パ トロ ー

ル カーを 出動させ たが 、 担当道路延長を775 

も抱 えて お り、翌 日とな っ て 損壊個所 を発見

し不通 とした個所 もあ っ た 。

酪農家へ の給水 ・ 70〜 80頭を抱える酵農家

は牛の飲料水や 、 搾乳機械の 洗浄に 1戸当た

り1日約 3．8tの 水を必要とする 。 上水道 の被

害に よ り水の確保 が 問題 に・
な っ た 。

医療 ・負醐者ア ン ケート醐査 （村上 ら）にお

い て は 、 釧路市 内 で 当夜の 受診者が多 く、町

村部で翌日の受診者が多い とい う結果が報告

されて い る 。 これは病院まで の距離 ・利便性

な どの影響があ っ たものと思われ る 。

復旧 ・北海道防災消防課の 調 ぺ に よ る と、 地

霞発生翌日の ユ6 日午後 3時の 時点 で 釧路支庁

管内の断水戸数 1464戸 で あ り、 地震発生 4日

後の ユ月 19日午後 5時の時点で の釧路管 内で 、

費別町 27戸 、 釧路市 2 戸 、 鶴居村 1戸 に ま で

復旧 した 。 しか し 、 標茶町では 、 依然 として

利用者の 40％に当たる700戸 で 断水 が続い た 。

上水道が ほぼ復旧 したのは、さら に 2 日後の 1

月 21 日であ っ た 。

　釧路 湿原 （26，861ha）の 44．E％ ｛11，993ha）
が標茶町に広が っ てい る 。 水 道被害 の復 旧 で

は、生 活排水によ っ て 釧路湿原を汚さな い と

い うこ とを第
一

の 優先 目的として 、 被 害 の わ

か りに くい 下水道 の処理能力を監視 しなが ら、

上水道農業用水 の 復旧を行 っ た 。 そ の ために、

他 の 市町村 に 比 べ 断水期間が長期に 及 んだ 。

図 1　 釧路湿原と標茶町
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救済処置 ・畜舎やサイ ロ な との 営農施設被害

は 、 天災資金や道災害資金が適用にな らな い

ため こ れ らの施設の復旧は被災農家に と っ て

大きな負担にな っ て い る 。

見舞金　・全国か らの 見舞金は釧路 市に集中

し、3月 18日の時点で 714件 、 約 1億 7，772万

円とな っ た 。 町村へ の 見舞金は被害額 と比較

する と釧路市の 2分の 1か ら3分の 1にな っ て

い る 。

4 ．南西沖地震

4 − 1 ．地饅 と彼害の 概要

　1993年 7 月 12日 22時 17分 こ ろ 、 北海道南

西沖を震源として発生した 。
マ グニ チ ュ

ード

は 7．8 で あ り、奥尻 で 最大震度 VIと推定され

て い る 。 震源に近 い 奥尻 島では発生後 まもな

く、 また渡島半島南西部の沿岸部で も 10分以

内に巨大な津波が来襲 した。奥尻島の藻 内地

区に おい て は、最 大津波到達地点が 21m に も

達 した。

　被害が特に大 きか っ た奥尻島 で は、津 波襲

来 に よ り建物 ・船舶が損壊、流失 し た 。中で

も青苗地 区 で は火災も 発生 し拡大 延 焼 し た こ

とで壊滅状態 に な っ たほか 、奥尻 地区では ホ

テ ル が 土砂崩れで埋ま り、 24名の 犠牲者を出

した。奥尻町だけ で 死者 172名 、行方不明 26

名 を 出 す な ど 大 惨事 と な っ た 。地 震 発生 後 に

お い て も 、 離島 で あ る 奥尻 島 へ の 人員
・
物資

の 輸送な とに 大 きな支障が 生 じた 。

4 − 2 。被災地の 概要

　 主な被災地 で あ る檜山支庁 と そ の 中 の 奥尻

町 に つ い て の人 口 の概要を示す 。

口　　　　　　　 H2！1／1062 ，3594 ，604
人 ロ 減 少串（％ ） ｛S60− H2） 10．209 ．17
人 口 密度 （人／ k  》 21．932 ．2
老 齢者 人 ロ の 比 串 〔96｝ η ，1115 ．60
第 1次産乘 就 粟 人 ロ 比 率 （％ 27．1823 ，96
第2次産樂就 茱 人 ロ 比 串 （％ 27．1623 ，03
第 3次 産渠 就 業 人 口比 串 （9645 ．6553 ，01

表 3　檜 山支庁
・
奥尻町 の 概要

4 − 3 ．亊例謂 査

建 物の耐震性 ・耐火性　・奥尻町 で は築 30年

以上の 古 い 建物 が 多 く、 火災 と津波に よ る も

のを除 い た木造住家被霤率の高さか ら、北 海

道全般の 木造住 家ほ ど耐震性は持 っ て い な

か っ た と考 え られ る 。 また 、 漁具 を収納す る

倉庫な と、板張 りの 簡易な非住家が多数存在

して い た た め延焼を 助長す る こ と に な っ た 。

・営農施設にお い ては奥尻町
・北檜山町

・木古

内町 な とで サイ ロ の 倒壊や木造 の 納屋 ・畜舎

の 全壊な ど大きな被害を出して い た 。

斜面災害 ・奥尻町奥尻 地区 の ホ テ ル 洋々 荘 の

裏山で 幅約 200m、 高さ約 100皿の 大規模な斜面

崩壊が発生 し、ホ テ ル 洋々荘 （木造 2階建）と

隣接建物が土砂に埋没 し 24名が死 亡 した 。

・奥尻町 の幌内 〜 奥尻 に 向か う道道では 、 幌

内の東方 2kmの付近 で 崖崩れが多発 し た 。

・落石
・崩落 ・斜面 の崩壌な とは s

’
す ぺ て 日本

海岸沿 い の 急崖部 に 発生 し て い る 。 特に 、 国

道 229号線岩内〜大 成間 の 被害 が 大 き く、島

牧村第二 白糸 トンネ ル で は 、 巻出 し工 部が 崩

壊 岩石 の 直 撃 で 破 損 した 。 岩 内町 刀 掛 トン ネ

ル で は巻 出し工 部 に 岩石 の直撃 の 恐れ が 生 じ

（7！28）、 それぞれ通行止め に な っ た 。

・島牧村で は 、 裏山の 落石 （径 1m ）に よ っ て

住宅 が 破壊 し、2名が 死亡 した 。

情 報 通 信 ・檜 山 広 域 行 政組 合 消防本部 で 通常

使用 して い た は 無 線波 2波 （全国共 通 波、広域

共通波）の うち、広 域共通波 の 1波 の み で あ っ

た。管内全域 の 同時多発的被害に よ り、無線

が轜輳 し、奥尻消 防署 と青苗分遐所 の 間 の 通

僣 が 不能 に な っ た 。

防災椴能 ・奥尻 町では 、 津波被害に よる瓦礫

に よ り、翌朝道路啓 開 を行 うまで 港 へ の 水利

部署が で きな か っ た 。 そ の ため水量不足 に 陥

り、 消防活動に支陣が 生じ た 。 も と も と下町

の 住宅密集地に は 消防水利が少な く、 通常の

火災時 に お い て も海 水を使 っ て い た 。

交通 の 困 難 ・孤 立化
・
崖崩れ と澤波 の ため

に 道路が い た る と こ ろ で 寸断され た。奥尻 島

の 道路は狭い 海岸線に 沿 っ て 作 られてお り、
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山も迫っ て い るため迂回路が少なく、 他地域

か ら応援隊が駆け つ け る こ とが で きず 、 災害

初期におけ る応 急対応は各地域ご との 孤立 し

た活動とな う た。 また、 離島とい う こ とで 消

防に よる 広域支援を要請 したとして も、直ち

に現地へ 駆けつ け る こ とは難 し い状態であ っ

た 。 当初は島 の 港に多量の流出家屋、 漁船な

とがあふれ 、 巡視船 も入港 で きず 、 本土か ら

の救援はへ 1丿コ プターだ けが頼りとい う状況

が続 い た 。

医療 ・奥尻町国保病院は地震当夜 ，道路寸断

に よ り、陸路で は青苗に到達で きなか っ た 。

しか も地 震 当 日青苗診療所は 医師が不在で

あっ たため、 地饅発生か ら翌朝の 自衛 隊医療

チ
ーム の 到着まで 、 胥苗地区 に 1人 も医師が

居な い 状態 で あ っ た 。

・大 成町国保病院で は、13日03 ：30頃 、 私立

函館病院へ の重傷者移転のため外科医が付 き

添 っ て出発 し、 08 ：20に 帰るまで縫合処置 も

で きなか っ た 。

・
瀬 棚町 N 医院では病院 の位置す る市街地 に

津波浸水危険が迫 り、 高台の 中学校に 避難 し

た 。 こ の時、医師は 1名 しかお らず入院患者

の 手 当を行う 以外、外来患者へ の 治療 は 困難

で あ っ た 。

図 2　奥尻町の 道路被謇

地元産粟 へ の被 雷　・奥尻島の周辺 で は 、 津

波に ょ っ て海底が さ らわれ、 地域特産の ウニ
、

ア ワ ビ な との浅海資源 に大きな被害を受けた。

・今 金 、 北檜山両町で は地割れや液状化現象

に よ り水田 か ら水が失われ て し まうな との被

害を受けた 。

原発 　・北電 泊原発は地震直後の 22 ：30頃、

泊 、 岩内、 共和 、 神恵内の 4市町村役場に 原発

に異常がな い こ とを伝えた 。 しか し 、 各町村

の担当者は 、 異常がな い の な ら情報を流す必

要は な い だ ろう と判断 し 、 住民には伝え な

か っ た 。 泊原発に ぱ地震後、住民 か らの 問 い

合わ せ が何件か あっ た 。

物 資の不足 ・奥尻町 で は港に フ ェ リーが入港

で きず、食料品 な との供給が途絶えた 。 自衛

隊の援助物資だ け で は 不是 して い た 。

復旧　・地震 ・津波で海上輸送が 困難に な り、

復旧に必要な人 力 ・資材 ・機材 の 運搬にお い

て 支障が 生じた 。 また、民宿な どが被災 した

こ とも あ り、工 事 関係者 の宿泊施 設が不足 し

た 。

・復旧当初 、 奥尻島では道路の 路盤材や敷石

にす る 石材を島外 か ら搬入 して い たが、安価

で す ぐ に 入手 で き る 島内の 山か らの 採石 が 求

め られた 。 採石が針画された山は N 樹齢 ユ40〜

150年 と見 られ るブナ が約 80本自生し国土保

全林 に指定され て い る 。 町 の 要請 に よ り、国

土保全林支局は保全林の解除に向か うが 、全

林野 の 関係者、 地元住民 の 中に は 国土保全上

の問題 や漁榮 へ の 影響があ る として 反対 す る

者も い た。

復興 ・島 の 周辺 で は津波 の ために海底が さ ら

われ 、 漁 港や漁船 の 被害も大きく、 島 の 主な

産業で ある漁業に 大きな 被害を受けた 。 職を

失っ た人々は島 内で の復旧工 事に従事す る者

も い る が、家を失 っ た高齢者が島外へ 身を寄

せ る な と 、 被 災を契機 に 島外 へ の出稼 ぎや島

を離れ る人も い た 。

・地震に よるイ メ
ージ ダウン 、 水産物被害 、 復

旧工 事に よ る景観悪化な とに よ り観光客が減

少 した 。
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5 ．東 方沖地震 の 事例謂査

5 − 1 ．地震 と被害の楓 要

　 1994年 工0 月 4 日 22時 23分頃、北 海道東 方

沖を震源 と して 発生 した。マ グ ニ チ ュ
ー

ドは

8．1で あり、釧路、厚岸で震度 VIを観測 した 。

津波の高さは根室管内の花咲港で最大 173cm、
釧路港 で 97c皿 なとで あ っ た 。

　主な被害は根室支庁 で 発 生 し、釧路沖地震

と比 べ る と人的被害は少な く、 死者 は い な

か っ た 。 建築被害 に つ い て は半壊以上の 被害

が 少な い の に 対 し 、

一部損壊の 被害が多 くみ

られた。火災に よる2次災害は少な く、住 民の

地 震に対す る防災意識 の 高さが現れて い た 。

5 − 2 ．被災地 の 概 要

　主 な 被 災地 で あ る 根室支庁 とそ の 中の 別海
’

町に つ い て の人口 の概要を示す 。

1
ロ 　 　 　　 　 　 　 H21 ／1092 ，22418 ，297

人 ロ 減少串 （％ ） （S60 酎 H2） 4．461 ．27
人 ロ 密 度 ｛人 ／ 駄  ） 26，813 ．9
老齢 者 人 ロの 比 串（％ ｝ 10．6611 ．73
第 1次産粟就 薬 人 口 比 率（9630 ．1146 ．24
第2次産粟就粟人 口 比串（9621 ，0914 ．03
第3次産 粟 就案人 口 比 率（％ 48，7839 ．74

　　　裹 4　根室支庁 ・別海町の 概要

5 − 3 ．獅例調査

交 通 ・別海町で は 、 道路 の 被害 が ひ と く、多

数の地域で通行止めを行 っ たた め 一時的に 孤

立 した地域 もあ っ た 。 しか し迅速 な 復 旧 に よ

り問題は生 じな か っ た 。 別 海町 は鉄道 が な く

す ぺ て を 道 路 交通 に依存 し て い る 。 道路 は生

活道路 、 集乳 の ため の タ ン ク ロ ーリーが毎朝

巡 回 す る 産業道路 、 また小中学生 4割 の バ ス

通学路として 利用 され、多数の 道路被 害に よ

り、多大 な支陳 が 生 じた 。

医療 ・別海町中春別 の 道道 の路 面に で きた亀

裂 に 乗用車が転落 し た 。 こ の時乗 っ て い た女

性 は、最初町 立中標津病院 に運ば れ た が 、院

内 に はけが人が あふれ 、 レ ン トゲ ンもとれな

い状況だ っ た ため釟1路へ 転送す るこ とにな っ

た 。 途 中 の 道路 の 損壌 が 激 しか っ た こ ともあ

りヘ リで 転送された e

地区 の 孤 立化 ・羅日町の道道知床公園線、第

1モ セ カル ベ ッ覆道の 頭上約6伽の塵で 亀裂が

入 り、 崩落が 懸念 され た 。 東方沖地震の本震

で不安定 となり、 11月 24日の 余震で 亀裂が拡

大 し危険にな っ たもの であ る。こ れによ り道

路 は通行止め に な り、 知床半島側の知円別 、

相泊地 区な ど141世帯 、 529人が取 り残され た 。

　11 月 26 日〜28 日は生活物 資確 保の た め、

AMS ：OO〜10 ：00、　PMI：00〜 3 ：00の時限通行

止め を行 っ た 。 1ユ月 29日か ら12月 4日まで 全

日通行止 め とな り 、 人 ・物資の 輸送に 知円溺

漁港〜オ ッ カ バ ケ漁港でチ ャ
ー

ター船を運行

して い る 。

　　　　 図 3　 知床半 島の通行止

酪農家 へ の 給水　・別 海町 で飼育され て い る

牛は非 常 に多 く、 牛の 飲料 水や搾乳機械の 洗

浄 の た め の zkの 確保 に は水道部で は とて も対

応 で きな か っ た 。 そ の ため 、 農 家には 自衛策

を とっ て も らわ ざるを得 なか っ た 。

復旧 ・上水道 の 俊旧で は、各市町 が 非常に 広

い うえ 、 管路 の 多 くが湿地帯 の ような地盤条

件の悪い 地域を通過 して い るため、住民の 漏

水通報 に期待で き ず 、 漏水個所 の特定 ・修優

に 手間 が か か り断 水を長引 か せ た。根室市で

は、延 長 130kmの 農業水道がネ ヅ トワークを

構成 し て お らず、断水解 消 に 10 日を要し た 。

・網走 管内斜里町 に 道 道知床公 園線横の斜面

上 に推定約 300tの岩が迫 り出 し道路上へ の 落
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下が懸念 され た 。 国立 公園内であり、 周囲 の

樹木 ・野 生動物 へ の 彫 響も心配され 、 安易に

発破は行えず、 道路 は通行規制され 、 そ の ま

ま冬季通行止めにな っ た 。

復興 ・別海町 の酪農家では被災した彫響で 2

戸が離農 した 。 住宅被害、営農施設被害の 復

旧費用 に 負担に加え、以前か らの農業 自由化

に よ る経営難 、 後継者不在の 問題もあ っ た 。

6 ．問題 点 の 考 察

　事例調 壷か ら、主に 以 下 の ような問題点 が

推察され る。

　 ・斜面災害の危険性

　 ・道路 分断 によ る孤 立化

　 ・被害発 見の 困難

　 ・人目 ・施設の 不備 、 不足

　 ・開発 な とによ る新たな危険性の 誘発

　 ・復旧時 の 自然環境の 保全

　 ・基幹 産菜衰退 の 促 進

　 こ れ ら は 2章で 挙 げた過疎地域 の 社会的問

題 に起因するも の もあ り、 医療施 設 の 不足 、

地区 の 孤 立化、斜面災害等は そ の例と い え る。

7 ．お わ りに

　過疎地域 に おけ る 小規模な自治体では財政

力 が 乏 し く、十分な地震 防災対策 は望めな い 。

し か し、地域 の 日 常 の 問題 を 分析 し 、 そ れ が

震災時に と の よ う に 影響 す るか を把握する こ

と に よ り、限られた条件の 中で も有効 な地震

防災対策 が可能 で は な い だろうか 。本論で は

被害事例 の 列挙に留 ま っ て い る が 、今後は こ

れ らの事例やそ の 問題点 と 、 被災地の 地域特

性との 因果関係を明 らか に し、過疎地域 の 防

災対策 に寄与 して い きた い と考えて い る 。
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